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北
宋
の
文
人
蘇
軾
（
字
は
子
瞻
、
号
は
東
坡
居
士
）
は
、
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
夏
に
揚
州
に
お
い
て
詠
ん
だ
「
和
陶
飮
酒
二
十

首
」
を
皮
切
り
に
、
恵
州
に
流
謫
さ
れ
た
翌
年
の
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
三
月
四
日
に
二
作
目
の
「
和
陶
歸
園
田
居
六
首
」
を
詠
み
、

そ
れ
か
ら
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
二
月
ま
で
陶
淵
明
の
詩
文
に
継
和
を
行
い
、
最
終
的
に
計
一
百
二
十
四
篇
に
和
韻
し
た（
１
）。
即
ち
、

蘇
軾
晩
年
の
代
表
作
「
和
陶
詩
」
で
あ
る
。
そ
の
間
の
紹
聖
四
年
（
一
〇
九
七
）、
恵
州
か
ら
海
南
島
に
再
謫
さ
れ
た
蘇
軾
は
、
同
時
期

に
雷
州
に
遷
さ
れ
た
三
歳
下
の
弟
蘇
轍
（
字
は
子
由
）
に
書
簡
を
寄
せ
、「
和
陶
詩
」
を
集
め
た
詩
集
の
序
文
作
成
を
依
頼
し
た
。

是
時
、
轍
亦
遷
海
康
、
書
來
告
曰
「
古
之
詩
人
有
擬
古
之
作
矣
、
未
有
追
和
古
人
者
也
。
追
和
古
人
則
始
於
東
坡
。
吾
於
詩
人
無

所
甚
好
、
獨
好
淵
明
之
詩
。
淵
明
作
詩
不
多
、
然
其
詩
質
而
實
綺
、
癯
而
實
腴
。
自
曹
・
劉
・
鮑
・
謝
・
李
・
杜
諸
人
皆
莫
及
也
。

吾
前
後
和
其
詩
凡
百
數
十
篇
、
至
其
得
意
、
自
謂
不
甚
愧
淵
明
。
今
將
集
而
幷
錄
之
、
以
遺
後
之
君
子
。
子
爲
我
志
之
。
︙
︙
」

是
の
時
、
轍
も
亦
た
海
康
に
遷
る
に
、
書
来
り
て
告
げ
て
曰
く
「
古
の
詩
人
に
擬
古
の
作
有
る
も
、
未
だ
古
人
に
追
和
す
る
者
有

ら
ざ
る
な
り
。
古
人
に
追
和
す
る
は
則
ち
東
坡
に
始
ま
る
。
吾
は
詩
人
に
於
い
て
甚
だ
好
む
所
無
く
、
独
り
淵
明
の
詩
を
好
む
の

み
。
淵
明
の
詩
を
作
る
こ
と
多
か
ら
ざ
る
も
、
然
る
に
其
の
詩  
質
に
し
て
実
は
綺
、
癯
に
し
て
実
は
腴
た
り
。
曹
︹
植
︺・
劉

︹
楨
︺・
鮑
︹
照
︺・
謝
︹
霊
運
︺・
李
︹
白
︺・
杜
︹
甫
︺
よ
り
諸
人
皆
及
ぶ
こ
と
莫
し
。
吾  

前
後
其
の
詩
に
和
す
こ
と
凡
そ
百
数

十
篇
、
其
の
意
を
得
る
に
至
り
、
自
ら
謂お
も

ふ
に
甚
だ
し
く
は
淵
明
に
愧
ぢ
ず
。
今
将
に
集
め
て
之
に
并
録
し
、
以
て
後
の
君
子
に

遺
さ
ん
と
す
。
子  

我
が
為
に
之
を
志し
る

せ
︙
︙
」
と
。   

蘇
轍
「
子
瞻
和
陶
淵
明
詩
集
引
」（『
欒
城
後
集
』
巻
二
十
一（
２
））

王
水
照
氏
は
、
晩
年
の
蘇
軾
が
杜
甫
の
陶
淵
明
観
の
偏
向
に
反
駁
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
他
以
前
曾
從
政
治
上
推
重
杜
甫
爲
〝
古
今

原

田

 

愛
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追
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詩
人
〟
之
首
（︽
王
定
國
詩
集
叙
︾）︐
現
在
又
從
藝
術
上
認
爲
杜
於
陶
詩
的
〝
高
風
絶
塵
〟
有
所
不
及
︐
並
進
而
以
陶
淵
明
壓
倒
一
切
詩

人
。
他
對
陶
詩
的
〝
平
淡
〟
作
了
深
得
藝
術
辯
證
法
的
闡
發（
３
）。」
と
、
蘇
軾
は
以
前
は
政
治
的
な
視
角
に
よ
っ
て
杜
甫
を
最
も
重
要
視
し

た
が
、
晩
年
に
至
っ
て
は
、
そ
の
詩
の
芸
術
性
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
杜
甫
で
は
な
く
陶
淵
明
を
し
て
他
を
圧
倒
す
る
詩
人
と
し
た

と
述
べ
る
。
そ
れ
ま
で
の
陶
淵
明
は
「
隠
逸
詩
人
」
と
し
て
生
き
た
処
世
に
注
目
が
集
ま
り
、
詩
の
評
価
は
然
程
高
く
な
か
っ
た
が
、

蘇
軾
は
陶
淵
明
詩
を
最
高
峰
と
し
て
そ
れ
に
継
和
し
、
そ
の
詩
集
を
「
後
の
君
子
」
に
遺
す
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
、
蘇
軾
は
「
和
陶
詩
」
の
多
く
を
同
志
に
寄
せ
、
彼
ら
に
継
和
を
求
め
た
が
、
こ
れ
も
後
世
に
遺
す
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と

言
え
る
。
蘇
軾
が
他
者
に
寄
せ
た
「
和
陶
詩
」
の
総
数
は
一
百
首
、
そ
の
う
ち
蘇
轍
に
対
す
る
も
の
が
六
十
五
首
と
最
多
で
あ
り（
４
）、
黄

庭
堅
（
字
は
魯
直
、
号
は
山
谷
道
人
）・
秦
観
（
字
は
少
游
）・
晁
補
之
（
字
は
無
咎
）・
張
耒
（
字
は
文
潜
）、
即
ち
「
蘇
門
四
学
士
」

を
始
め
と
す
る
門
人
に
も
「
和
陶
詩
」
を
寄
せ
て
継
和
を
促
し
、
彼
ら
も
そ
れ
に
応
じ
た
。
し
か
し
、
黄
庭
堅
は
四
学
士
の
中
で
唯
一

「
和
陶
詩
」
を
詠
ん
だ
形
跡
が
な
く
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
か
か
る
黄
庭
堅
の
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
論
究
す
る
も

の
は
見
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
蘇
黄
の
文
学
観
や
関
係
性
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

一
、
蘇
軾
に
よ
る
陶
淵
明
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和

今
に
伝
わ
る
『
東
坡
先
生
和
陶
淵
明
詩
』
全
四
巻
に
お
い
て
、
巻
頭
に
は
「
飮
酒
二
十
首
」
が
、
巻
末
に
は
「
歸
去
來
兮
辭
」
が
配

さ
れ
た
。
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
六
月
、
蘇
軾
は
「
蓋
以
無
何
有
之
郷
爲
家
。
雖
在
海
外
、
未
嘗
不
歸
、
云
爾
（
蓋
し
無
何
有
の
郷

を
以
て
家
と
為
す
。
海
外
に
在
り
と
雖
も
、
未
だ
嘗
て
帰
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
し
て
、
爾し

か
云
ふ
）」
と
序
し
、
そ
の
決
意
を
表
し
た
。

歸
去
來
兮　
　
　
　

請
終
老
於
斯
游　
　
　

帰
り
な
ん
い
ざ
、
斯
の
游
に
終
老
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。

我
先
人
之
弊
廬　
　

復
捨
此
而
焉
求　
　
　

我
が
先
人
の
弊
廬
、
復
た
此
を
捨
て
て
焉
く
に
か
求
め
ん
。

均
海
南
與
漠
北　
　

挈
往
來
而
無
憂　
　
　

海
南
と
漠
北
と
を
均
し
く
し
、
挈
へ
て
往
来
す
る
も
憂
ふ
る
こ
と
無
し
。

最
南
端
の
孤
島
に
再
謫
さ
れ
た
蘇
軾
は
、
我
が
身
の
不
自
由
さ
や
時
間
の
移
り
ゆ
く
速
さ
に
つ
い
て
悲
嘆
に
暮
れ
な
が
ら
、
そ
こ
で

の
生
活
や
交
遊
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
透
徹
し
た
心
情
を
詠
み
表
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
こ
の
海
南
島
に
お
け
る
客
遊
を
も
っ
て
人
生

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
六
号
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を
終
わ
り
た
い
と
望
む
に
至
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
こ
の
地
こ
そ
が
「
我
が
先
人
の
弊
廬
」、
即
ち
尊
敬
す
る
陶
淵
明
の
住
ま
う
粗
末
な
家

屋
と
同
様
の
終
の
住
処
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
蘇
軾
は
こ
の
辞
を
次
の
よ
う
に
結
ん
だ
。

已
矣
乎　
　
　
　
　

吾
生
有
命
歸
有
時　
　

已
ん
ぬ
る
か
な
、
吾
が
生
に
命
有
り  

帰
す
る
に
時
有
り
。

我
初
無
行
亦
無
留　

駕
言
隨
子
聽
所
之　
　

我
初
め
よ
り
行
く
無
く
亦
た
留
む
る
無
し
、
駕
し
て
言こ
こ

に
子
に
随
ひ
之ゆ

く
所
に
聴ま
か

す
。

豈
以
師
南
華　
　
　

而
廢
從
安
期　
　
　
　

豈
に
南
華
を
師
と
す
る
を
以
て
、
安
期
に
従
ふ
を
廃
せ
ん
や
。

謂
湯
稼
之
終
枯　
　

遂
不
漑
而
不
耔　
　
　

謂お
も

へ
ら
く
湯
稼
の
終
に
枯
る
る
は
、
遂
に
漑そ
そ

が
ず
し
て
耔つ
ち
かは
ざ
る
に
あ
り
。

師
淵
明
之
雅
放　
　

和
百
篇
之
清
詩　
　
　

淵
明
の
雅
放
を
師
と
し
、
百
篇
の
清
詩
に
和
す
。

賦
歸
來
之
新
引　
　

我
其
後
身
蓋
無
疑　
　

帰
来
の
新
引
を
賦
せ
ば
、
我  

其
の
後
身
た
る
こ
と
蓋
し
疑
ひ
無
し
。 

 
 

蘇
軾
「
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」（『
和
陶
詩
集
』
巻
四
）

蘇
軾
は
生
死
が
定
ま
っ
た
有
限
の
人
生
に
お
い
て
、
時
機
を
逸
せ
ず
に
帰
隠
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
詠
み
、
そ
の
帰
隠
す
べ
き
時
が

海
南
島
に
流
謫
さ
れ
た
現
在
で
あ
る
と
し
た
。
彼
は
「
雅
」
と
「
放
」
の
両
面
を
有
す
る
陶
淵
明
の
処
世
を
模
範
と
し
、
そ
れ
が
表
れ

た
一
百
篇
以
上
の
詩
歌
に
和
韻
し
、
遂
に
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和
に
及
ん
だ
こ
と
を
誇
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
蘇
軾
は
己
を
陶
淵

明
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
蘇
軾
は
こ
の
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和
を
門
人
た
ち
に
促
し
た
。

従
来
の
唱
和
詩
は
原
詩
の
詩
意
や
修
辞
を
踏
ま
え
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
蘇
軾
は
陶
淵
明
へ
の
敬
意
は
明
ら
か
な
が
ら
、
原
詩

に
応
え
る
こ
と
に
然
程
拘
泥
せ
ず
、
自
ら
の
境
遇
と
心
情
を
詠
む
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
他
者
に
継
和
を
求
め
る
際
に
も
内
容
や
表
現

を
規
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
政
和
元
年
（
一
一
一
一
）
八
月
二
十
日
、
門
人
の
李
之
儀
（
字
は
端
叔
）
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
た
。

予
在
潁
昌
、
一
日
從
容
、
黃
門
公
遂
出
東
坡
所
和
。
不
獨
見
知
爲
幸
、
而
於
其
卒
章
始
載
「
其
後
身
盡
和
」。
平
日
談
笑
、
間
所

及
、
公
又
曰
「
家
兄
近
寄
此
作
、
令
約
諸
君
同
賦
、
而
南
方
已
與
魯
直
・
少
游
相
期
矣
。
二
君
之
作
未
到
也
。」
居
數
日
、
黃
門
公

出
其
所
賦
、
而
輒
與
牽
強
。
後
又
得
少
游
者
、
而
魯
直
作
與
不
作
未
可
知
、
竟
未
見
也
。
張
文
潛
・
晁
無
咎
・
李
方
叔
亦
相
繼
而

作
、
三
人
者
雖
未
及
見
、
其
賦
之
則
久
矣
、
異
日
當
盡
見
之
。

予  

潁
昌
に
在
り
し
と
き
、
一
日
従
容
た
り
、
黄
門
公
（
蘇
轍
）
遂
に
東
坡
の
和
す
る
所
を
出
だ
す
。
独
り
見
知
し
て
幸
ひ
と
為
す

の
み
な
ら
ず
、
而し
か

も
其
の
卒
章
に
始
め
て
「
其
の
後
身
に
し
て
尽
く
和
せ
り
」
と
載
す
。
平
日
談
笑
し
て
、
間
ま
及
ぶ
所
あ
り
、

黄
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に
よ
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蘇
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公
又
た
曰
く
「
家
兄
近
く
此
の
作
を
寄
せ
、
諸
君
の
同と
も

に
賦
す
る
を
約
せ
し
め
ん
と
し
、
南
方
に
て
已
に
魯
直
・
少
游
と
相
ひ
期

せ
り
。
二
君
の
作
未
だ
到
ら
ず
」
と
。
居
る
こ
と
数
日
、
黄
門
公  

其
の
賦
す
る
所
を
出
し
、
輒
ち
牽
強
を
与
ふ
。
後
に
又
た
少
游

の
者
を
得
る
も
、
魯
直
の
作
る
か
作
ら
ざ
る
か
は
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
竟
に
未
だ
見
ず
。
張
文
潜
・
晁
無
咎
・
李
方
叔
も

亦
た
相
ひ
継
い
で
作
り
、
三
人
の
者
は
未
だ
見
る
に
及
ば
ず
と
雖
も
、
其
の
之
を
賦
す
こ
と
則
ち
久
し
、
異
日
当
に
尽
く
之
を
見

る
べ
し
。   

李
之
儀
「
跋
東
坡
諸
公
追
和
淵
明
歸
去
來
引
後
」（『
姑
溪
居
士
後
集
』
巻
十
五（
５
））

即
ち
、
蘇
轍
は
李
之
儀
に
蘇
軾
「
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」
を
示
し
、
ま
た
、
蘇
軾
が
「
諸
君
の
同と
も

に
賦
す
る
を
約
せ
し
め
ん
」
と
し
て
、

ま
ず
蘇
轍
と
黄
庭
堅
、
秦
観
に
継
和
を
求
め
た
経
緯
を
語
っ
た
。
そ
し
て
、
蘇
轍
も
ま
た
こ
こ
で
自
ら
が
和
韻
し
た
「
歸
去
來
兮
辭
」

を
示
し
、
他
の
門
人
に
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和
を
強
く
促
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
の
経
歴
に
鑑
み
て
建
中
靖
国
元
年
（
一

一
〇
一
）
十
月
か
ら
翌
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
の
間
の
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
こ
れ
を
受
け
て
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
に
李
之
儀

は
継
和
し
て
お
り
、
後
に
張
耒
・
晁
補
之
等
も
継
和
し
た
。
ま
た
、
現
存
し
な
い
が
、
李
廌
（
字
は
方
叔
）
と
釈
道
潜
（
号
は
参
寥
子
）

の
作
も
あ
っ
た
と
い
う（
６
）。
し
か
し
、
黄
庭
堅
に
つ
い
て
は
、
李
之
儀
は
「
魯
直
の
作
る
か
作
ら
ざ
る
か
は
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
し
て
、

竟
に
未
だ
見
ず
」
と
述
べ
る
。
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
九
月
三
十
日
に
亡
く
な
っ
た
黄
庭
堅
は
こ
の
と
き
故
人
で
あ
っ
た
が
、
元
祐

党
禁
に
よ
っ
て
そ
の
別
集
は
禁
書
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
李
之
儀
は
黄
庭
堅
が
「
歸
去
來
兮
辭
」
に
継
和
し
た
か
否
か
不
明
で
あ

る
と
書
い
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
現
存
す
る
別
集

や
後
世
の
資
料
に
も
黄

庭
堅
が
継
和
し
た
形
跡

は
見
え
な
い
。
結
局
、

彼
は
「
和
陶
詩
」
を
創

作
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

作
者

創　

作　

時　

期

年
齢

作　

品　

名　
（
各
別
集
に
お
け
る
巻
数
）

秦
観

元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）

52

「
和
淵
明
歸
去
來
辭
」（『
淮
海
集
』
巻
一
）

晁
補
之

元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）

40

「
飮
酒
二
十
首
、
同
蘇
翰
林
先
生
次
韻
追
和
陶
淵
明
」（『
雞
肋
集
』
巻
四
）

崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
～

50
～
「
追
和
陶
淵
明
歸
去
來
辭
」（『
雞
肋
集
』
巻
三
）

張
耒

紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）

43

「
次
韻
淵
明
飮
酒
詩
」（『
柯
山
集
』
巻
七
）

崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
～

49
～
「
和
歸
去
來
詞
」（『
柯
山
集
』
巻
五
）

李
之
儀

崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）

55

「
次
韻
子
瞻
追
和
歸
去
來
」（『
姑
溪
居
士
後
集
』
巻
十
三
）
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二
、
黄
庭
堅
に
よ
る
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
の
顕
彰

後
に
江
西
詩
派
の
領
袖
と
見
な
さ
れ
た
黄
庭
堅
は
江
西
の
洪
州
分
寧
の
出
身
で
あ
り
、
江
西
の
江
州
九
江
の
人
で
あ
る
陶
淵
明
に
親

近
感
と
尊
崇
の
念
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
十
二
月
、
江
州
の
旧
彭
沢
県
に
宿
泊
し
た
彼
は
、
県
令
で
あ
っ

た
陶
淵
明
を
追
懐
し
て
詩
を
詠
ん
だ
。
当
時
、
黄
庭
堅
は
三
十
六
歳
、
既
に
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
に
蘇
軾
の
知
遇
を
得
て
い
た
。

潛
魚
願
深
眇　

淵
明
無
由
逃　
　

潜
魚
は
深
眇
を
願
ふ
も
、
淵  

明
ら
か
に
し
て
逃
る
る
由
無
し
。

彭
澤
當
此
時　

沉
冥
一
世
豪　
　

彭
沢  

此
の
時
に
当
た
り
て
、
一
世
の
豪
を
沉
冥
に
す
。

司
馬
寒
如
灰　

禮
樂
卯
金
刀　
　

司
馬  

寒
き
こ
と
灰
の
如
く
、
礼
楽
は
卯
金
刀
た
り
。

歲
晩
以
字
行　

更
始
號
元
亮　
　

歳
晩  

字
を
以
て
行
は
る
る
も
、
更
始
し
て
元
亮
と
号
す
。

凄
其
望
諸
葛　

骯
髒
猶
漢
相　
　

凄
其
と
し
て
諸
葛
を
望
み
、
骯
髒
と
し
て
猶
ほ
漢
相
の
ご
と
し
。

時
無
益
州
牧　

指
揮
用
諸
將　
　

時
に
益
州
牧
の
、
指
揮
し
て
諸
将
を
用
ふ
る
こ
と
無
し
。

平
生
本
朝
心　

歲
月
閲
江
浪　
　

平
生  
本
朝
の
心
、
歳
月  

閲
す
る
こ
と
江
浪
の
ご
と
し
。

空
餘
詩
語
工　

落
筆
九
天
上　
　

空
し
く
余
す  

詩
語
の
工
、
筆
を
落
と
す  

九
天
の
上
。

向
來
非
無
人　

此
友
獨
可
尚　
　

向
来  

人
無
き
に
非
ざ
る
も
、
此
の
友  

独
り
尚
ぶ
べ
し
。

屬
予
剛
制
酒　

無
用
酌
杯
盎　
　

属
こ
の
ご
ろ

  

予  

剛
く
酒
を
制
し
、
用
て
杯
盎
を
酌
む
こ
と
無
し
。

欲
招
千
載
魂　

斯
文
或
宜
當　
　

招
か
ん
と
欲
す  
千
載
の
魂
、
斯
文  

或
は
宜
当
せ
ん
。 

 
 

黄
庭
堅
「
宿
舊
彭
澤
、
懷
陶
令
」（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
一（
７
））

「
潜
」「
淵
明
」「
彭
沢
」「
元
亮
」
と
い
う
陶
淵
明
の
名
や
字
、
通
称
な
ど
を
詩
語
と
し
て
駆
使
し
つ
つ
、
彼
の
時
勢
に
乗
ら
ず
に
「
本

朝
の
心
」、
即
ち
晋
朝
に
対
す
る
忠
誠
を
貫
い
た
精
神
性
を
賞
賛
し
た
。
そ
し
て
、
江
の
浪
の
よ
う
に
時
が
過
ぎ
た
今
、
陶
淵
明
の
巧
み

な
る
詩
語
が
遺
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
黄
庭
堅
に
と
っ
て
陶
淵
明
の
剛
直
に
し
て
潔
い
精
神
性
及
び
そ
れ
を
巧
み
に
表
す
詩
語

の
妙
は
、
感
銘
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
更
に
、
黄
庭
堅
は
元
祐
二
年
（
一
〇
八
七
）
に
晁
補
之
の
た
め
に
「
卧
陶
軒
」

詩
を
詠
み
、
以
後
も
陶
淵
明
に
因
ん
だ
作
を
幾
首
か
創
作
し
た
が（
８
）、
後
年
、
そ
の
敬
意
は
一
層
深
く
な
っ
た
。
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蘇
軾
が
黄
庭
堅
と
秦
観
に
「
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」
を
寄
せ
た
の
は
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
六
月
か
ら
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
六

月
ま
で
の
間
の
こ
と
で
あ
る
が
、
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
六
月
に
黄
庭
堅
は
黔
州
か
ら
戎
州
に
、
九
月
に
秦
観
は
横
州
か
ら
雷
州
に

再
謫
さ
れ
、
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
四
月
に
恩
赦
に
よ
っ
て
北
帰
が
許
さ
れ
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
配
所
で
の
生
活
が
続
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
頃
の
黄
庭
堅
が
後
学
の
者
を
指
導
す
る
た
め
に
、
独
自
の
詩
論
を
究
め
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
彼
は
「
但
當
以
理
爲
主
。
理
得

而
辭
順
、
文
章
自
然
出
羣
抜
萃
（
但
だ
当
に
理
を
以
て
主
と
為
す
べ
き
の
み
。
理
得
て
辞
順
ひ
、
文
章
自
然
に
群
よ
り
出
で
萃
よ
り
抜

ん
ず（
９
））」
と
主
張
し
、
そ
の
た
め
に
ま
ず
優
れ
た
古
人
の
作
を
精
読
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
黄
庭
堅
の
云
う
「
理
を
以
て
主
と
為
」
し
た

最
高
の
詩
人
は
「
杜
甫
」
で
あ
り
、
彼
は
杜
甫
詩
の
用
字
の
一
つ
一
つ
か
ら
全
体
の
構
成
・
意
境
に
至
る
ま
で
全
過
程
を
綿
密
に
祖
述

し
た
。
そ
し
て
、
杜
甫
に
次
ぐ
学
ぶ
べ
き
詩
人
と
し
て
陶
淵
明
を
挙
げ
る
。

拾
遺
句
中
有
眼　

彭
澤
意
在
無
弦　
　

拾
遺
の
句
は
中
に
眼
有
り
、
彭
沢
の
意
は
弦
無
き
に
在
り
。

顧
我
今
六
十
老　

付
公
以
二
百
年　
　

我
を
顧
み
る
に
今
六
十
の
老
た
り
、
公
に
付
す
に
二
百
年
を
以
て
す
。 

 
 

黄
庭
堅
「
贈
高
子
勉
四
首
」
其
四
（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
六
）

即
ち
、
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）、
荊
州
に
て
新
進
気
鋭
の
高
荷
（
字
は
子
勉
）
と
詩
の
応
酬
を
行
っ
た
際
、
黄
庭
堅
は
杜
甫
の
詩
眼

の
素
晴
ら
し
さ
と
と
も
に
陶
淵
明
の
詩
意
の
自
然
さ
に
学
ぶ
こ
と
を
諭
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
杜
甫
を
最
高
峰
と
し
、
陶
淵
明
を
次

位
と
す
る
黄
庭
堅
の
主
張
は
、
陶
淵
明
を
随
一
と
見
な
す
蘇
軾
と
は
異
な
り
、
ま
た
、
黄
庭
堅
の
表
現
技
巧
の
厳
密
性
と
「
理
」
を
重

ん
じ
る
姿
勢
は
内
省
的
な
志
向
を
表
す
も
の
で
、
こ
れ
も
総
じ
て
は
蘇
軾
と
は
正
反
対
と
言
え
る
。
元
来
、
蘇
黄
に
は
文
学
創
作
に
お

け
る
方
向
性
の
相
違
が
見
え
る
が）
10
（

、
彼
ら
は
そ
の
相
違
を
認
め
合
っ
て
お
り
、
蘇
軾
は
黄
庭
堅
の
陶
淵
明
詩
に
学
ぶ
姿
勢
を
評
価
し
て

い
た
か
ら
こ
そ
彼
に
「
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」
を
寄
せ
て
激
励
し
つ
つ
、
継
和
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
黄
庭
堅
は
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
を
如
何
に
評
価
し
た
の
か
。
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
四
月
、
彼
は
次
の
よ
う
に
評
し
た
。

觀
十
年
前
書
、
似
非
我
筆
墨
耳
。
年
衰
病
侵
、
百
事
不
進
、
惟
覺
書
字
倍
蓰
增
勝
。
復
於
范
君
仲
處
、
見
東
坡
惠
州
自
書
所
和
陶

令
詩
一
卷
。
詩
與
書
皆
奔
軼
絶
塵
、
不
可
追
及
、
又
悵
然
自
失
也
。
建
中
靖
國
元
年
四
月
己
未
。

十
年
前
の
書
を
観
れ
ば
、
我
の
筆
墨
に
非
ざ
る
が
似ご
と

き
の
み
。
年
衰
へ
て
病
に
侵
さ
れ
、
百
事
進
ま
ざ
る
も
、
惟
だ
書
字
の
み
倍

蓰
し
増
ま
す
勝
る
を
覚
ゆ
。
復
た
范
君
仲
の
処
に
於
い
て
、
東
坡
の
恵
州
の
自
ら
陶
令
の
詩
を
和
す
る
所
を
書
す
る
一
巻
を
見
る
。
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詩
と
書
と
皆
奔
軼
絶
塵
に
し
て
、
追
及
す
る
べ
か
ら
ず
、
又
た
悵
然
と
し
て
自
失
す
る
な
り
。
建
中
靖
国
元
年
四
月
己
未
。 

 
 

黄
庭
堅
「
再
跋
」（『
山
谷
別
集
』
巻
十
二）
11
（

）

こ
れ
は
「
元
祐
間
、
大
書
淵
明
詩
、
贈
周
元
章
」
に
再
跋
し
た
も
の
で
、
時
期
は
謫
地
の
戎
州
か
ら
荊
州
に
至
っ
た
前
後
に
あ
た
る
。

「
范
君
仲
」
は
范
祖
禹
（
字
は
純
父
）
の
長
子
范
沖
（
字
は
元
長
）
の
こ
と
で
、
元
来
は
「
范
君
」
に
「
沖
」
と
注
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う）
12
（

。
黄
庭
堅
は
、
蘇
軾
の
姻
戚
で
あ
る
范
家
の
所
有
す
る
、
蘇
軾
直
筆
の
「
恵
州
和
陶
詩
」
一
巻
を
見
て
、
そ
の
内
容
と
筆
勢
に
圧

倒
さ
れ
、
そ
れ
に
追
い
つ
く
こ
と
は
な
い
と
痛
感
し
た
と
い
う
。
彼
は
ま
た
、
以
下
の
詩
を
詠
ん
だ
。

子
瞻
謫
嶺
南　

時
宰
欲
殺
之　
　

子
瞻  

嶺
南
に
謫
せ
ら
れ
、
時
宰  

之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。

飽
喫
惠
州
飯　

細
和
淵
明
詩　
　

飽
く
ま
で
喫
す  

恵
州
の
飯
、
細
か
に
和
す  

淵
明
の
詩
。

彭
澤
千
載
人　

東
坡
百
世
士　
　

彭
沢
は
千
載
の
人
、
東
坡
は
百
世
の
士
な
り
。

出
處
雖
不
同　

風
味
乃
相
似　
　

出
処
は
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
風
味
は
乃
ち
相
ひ
似
た
り
。 

 
 

黄
庭
堅
「
跋
子
瞻
和
陶
詩
」（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
七
）

こ
こ
で
「
飽
く
ま
で
喫
す  

恵
州
の
飯
、
細
か
に
和
す  

淵
明
の
詩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
黄
庭
堅
が
閲
覧
し
た
の
は
恵
州
に
お

け
る
蘇
軾
の
「
和
陶
詩
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
八
月
以
後
の
作
と
も
言
わ
れ
る
が
、
黄

『
山
谷
年
譜
』
は
こ

れ
を
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
の
作
と
し
、「
先
生
有
眞
蹟
石
刻
、
題
云
『
建
中
靖
國
元
年
四
月
、
在
荊
州
承
天
寺
、
觀
此
詩
卷
、

歎
息
彌
日
。
作
小
詩
、
題
其
後
』（︹
山
谷
︺
先
生
真
蹟
の
石
刻
有
り
、
題
し
て
『
建
中
靖
国
元
年
四
月
、
荊
州
承
天
寺
に
在
り
し
と
き
、

此
の
詩
巻
を
観
て
、
歎
息
す
る
こ
と
日
を
弥わ
た

る
。
小
詩
を
作
り
、
其
の
後
に
題
す
』
と
云
ふ
）」
と
資
料
を
挙
げ
た）
13
（

。
時
期
に
鑑
み
て
黄

庭
堅
の
云
う
「
此
の
詩
巻
」
は
范
家
所
有
の
「
恵
州
和
陶
詩
」
一
巻
の
こ
と
で
、
彼
は
そ
れ
に
「
跋
子
瞻
和
陶
詩
」
を
題
書
し
た
の
で

あ
る
。
黄
庭
堅
は
詩
中
で
蘇
軾
が
恵
州
に
謫
せ
ら
れ
た
要
因
と
、
そ
こ
で
「
飯
」
と
「
詩
」
を
楽
し
む
悠
然
た
る
様
を
詠
み
、
陶
淵
明
・

蘇
軾
の
処
世
と
文
学
の
永
遠
性
を
並
べ
て
称
揚
し
た
。
蘇
轍
は
「
子
瞻
和
陶
淵
明
詩
集
引
」
に
て
、
仕
官
と
帰
隠
に
お
け
る
身
の
処
し

方
を
異
と
す
る
蘇
軾
が
陶
淵
明
に
倣
う
こ
と
に
異
論
が
あ
ろ
う
と
指
摘
し
つ
つ
、「
後
世
の
君
子
」
は
蘇
軾
の
処
世
を
参
考
と
す
る
だ
ろ

う
と
予
言
し
た）
14
（

。
黄
庭
堅
が
「
跋
子
瞻
和
陶
詩
」
に
て
陶
淵
明
と
蘇
軾
の
「
出
処
」
の
相
違
を
指
摘
し
た
の
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
り
、
彼
も
蘇
軾
の
処
世
は
陶
淵
明
と
異
な
る
が
故
の
深
い
含
蓄
が
あ
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
「
風
味
」、
即
ち
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に
よ
る
蘇
軾
追
悼
の
詩
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陶
淵
明
と
蘇
軾
の
悠
々
た
る
精
神
と
詩
風
の
相
似
を
称
賛
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
黄
庭
堅
は
既
に
蘇
軾
か
ら
「
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」

を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
継
和
し
な
か
っ
た
。
こ
の
「
恵
州
和
陶
詩
」
に
つ
い
て
「
詩
と
書
と
皆
奔
軼
絶
塵
に
し
て
、
追
及

す
る
べ
か
ら
ず
」
と
思
い
、「
又
た
悵
然
と
し
て
自
失
」
し
、「
歎
息
す
る
こ
と
日
を
弥わ
た

」
っ
た
と
述
懐
し
た
よ
う
に
、
彼
は
、
蘇
軾
が

更
な
る
境
地
を
詠
ん
だ
と
自
負
す
る
「
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」
に
追
和
し
よ
う
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

三
、
蘇
軾
に
よ
る
李
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」
の
継
和

建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
七
月
二
十
八
日
、
蘇
軾
は
常
州
に
て
病
歿
し
た
。
蘇
轍
は
同
年
十
月
に
「
追
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」
を

詠
ん
で
蘇
軾
を
哀
悼
し
た
後）
15
（

、
蘇
門
の
門
人
に
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
和
韻
を
勧
め
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
張
耒
は
「
耒
輒
自
憫

其
仕
之
不
偶
、
又
以
弔
東
坡
先
生
之
亡
、
終
有
以
自
廣
也
（
耒
は
輒
ち
自
ら
其
の
仕
の
不
偶
な
る
を
憫う
れ

ひ
、
又
た
以
て
東
坡
先
生
の
亡

す
る
を
弔
ひ
、
終
に
以
て
自
ら
広
む
る
こ
と
有
り
）」
と
序
し
て
継
和
し
た）
16
（

。
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
七
月
、
張
耒
は
「
出
己
俸
於
薦

福
禪
院
、
爲
軾
飯
僧
、
縞
素
而
哭
（
己
の
俸
を
薦
福
禅
院
に
出
し
て
、
軾
の
為
に
僧
に
飯
し
、
縞
素
も
て
哭
）」
し
た
と
し
て
弾
劾
さ

れ）
17
（

、
同
年
九
月
か
ら
崇
寧
五
年
（
一
一
〇
六
）
十
一
月
ま
で
黄
州
に
謫
居
し
て
い
た
。
張
耒
の
継
和
は
「
自
ら
其
の
仕
の
不
偶
な
る
を

憫う
れ

」
う
る
内
容
か
ら
こ
の
黄
州
流
謫
の
時
期
に
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
蘇
轍
と
同
様
に
蘇
軾
へ
の
追
悼
文
で
も
あ
る
。

蘇
軾
の
訃
報
は
間
も
な
く
常
州
か
ら
黄
庭
堅
に
伝
え
ら
れ
、
同
年
十
二
月
二
十
四
日
に
は
蘇
轍
か
ら
も
書
簡
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

翌
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
春
、
黄
庭
堅
は
蘇
轍
へ
の
返
信
に
お
い
て
、
弟
妹
な
ど
親
族
と
蘇
軾
の
死
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
る
心
身

の
荒
廃
か
ら
蘇
軾
追
悼
の
た
め
の
詩
文
創
作
も
果
た
せ
な
い
現
状
を
吐
露
し
つ
つ
、
夏
秋
の
間
に
は
再
会
を
期
す
る
旨
を
述
べ
た）
18
（

。
前

掲
の
李
之
儀
の
言
に
よ
る
と
、
蘇
轍
は
門
人
に
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和
を
促
し
つ
つ
、「
二
君
（
黄
庭
堅
・
秦
観
）
の
作
」
を
待
望
し

て
い
た
。
因
み
に
、
秦
観
は
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）
六
月
に
雷
州
に
て
蘇
軾
と
再
会
し
て
別
れ
た
後
、
七
月
に
な
っ
て
北
帰
の
喜
び

を
主
題
に
継
和
し
て
い
る
。
秦
観
は
八
月
に
途
上
の
藤
州
で
急
逝
し
た
が
、
蘇
轍
も
後
に
彼
の
継
和
詩
を
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
蘇
軾
の
遺
志
を
継
い
だ
蘇
轍
が
、
題
跋
の
詩
で
満
足
す
る
は
ず
が
な
く
、
黄
庭
堅
に
も
「
牽
強
を
与
」
え
た
可
能
性
は
高
い
。

結
果
と
し
て
、
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
八
月
、
黄
庭
堅
は
蘇
軾
を
追
悼
す
る
継
和
詩
を
賦
し
た
。
但
し
、
そ
れ
は
蘇
軾
の
「
和
陶
詩
」
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で
は
な
く
、「
和
李
詩
」
に
継
和
し
た
も
の
で
あ
っ
た）
19
（

。
ま
ず
、
原
詩
で
あ
る
李
白
詩
を
挙
げ
る
。

何
處
聞
秋
聲　

翛
翛
北
窗
竹　
　

何
処
に
か
秋
声
を
聞
く
、
翛
翛
た
る
北
窗
の
竹
。

迴
薄
萬
古
心　

攬
之
不
盈
掬　
　

迴
薄
す  

万
古
の
心
、
之
を
攬
る
も
掬
に
盈
た
ず
。

靜
坐
觀
衆
妙　

浩
然
媚
幽
獨　
　

静
坐
し
て
衆
妙
を
観
れ
ば
、
浩
然
と
し
て
幽
独
に
媚
ぶ
。

白
雲
南
山
來　

就
我
簷
下
宿　
　

白
雲  

南
山
よ
り
来
た
り
、
我
に
就
き
簷
下
に
宿
す
。

嬾
從
唐
生
決　

羞
訪
季
主
卜　
　

唐
生
に
従
ひ
て
決
す
る
を
嬾お
こ
たり
、
季
主
を
訪
ね
て
卜
す
る
を
羞
づ
。

四
十
九
年
非　

一
往
不
可
復　
　

四
十
九
年
の
非
、
一
た
び
往
き
て
復
す
べ
か
ら
ず
。

野
情
轉
蕭
散　

世
道
有
翻
覆　
　

野
情  

転う
た

た
蕭
散
な
る
も
、
世
道  

翻
覆
有
り
。

陶
令
歸
去
來　

田
家
酒
應
熟　
　

陶
令  

帰
り
な
ん
い
ざ
、
田
家  

酒
応
に
熟
す
べ
し
。 

 
 

李
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」（『
李
太
白
全
集
』
巻
二
十
四）
20
（

）

こ
の
創
作
時
期
は
「
四
十
九
年
の
非
」
を
嘆
く
典
拠
よ
り）
21
（

、
李
白
五
十
歳
の
天
宝
九
載
（
七
五
〇
）
秋
と
さ
れ
、「
潯
陽
」
は
江
州
九

江
の
唐
代
の
名
称
で
あ
り
、「
紫
極
宮
」
は
李
白
が
投
宿
し
た
道
観
で
あ
っ
た
。
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
北
向
き
の
窓
辺
か
ら
聞
こ
え
る
竹

の
音
、
こ
れ
に
感
じ
入
る
心
情
は
万
古
よ
り
集
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
手
に
と
っ
て
我
が
も
の
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か

し
、
李
白
は
そ
の
自
然
の
玄
妙
な
る
様
を
静
か
に
座
っ
て
鑑
賞
し
、
自
然
が
浩
然
と
し
つ
つ
も
自
分
一
人
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
し
て
く

れ
る
こ
と
に
感
動
す
る
。
と
り
わ
け
「
南
山
」
か
ら
軒
先
に
来
た
る
「
白
雲
」
の
様
子
か
ら
、
李
白
は
自
分
の
来
し
方
を
回
顧
し
た
。

そ
こ
で
、
彼
は
智
者
の
助
言
を
求
め
ず
に
空
し
く
四
十
九
年
の
春
秋
を
重
ね
た
自
ら
の
非
を
恥
じ
な
が
ら
、
そ
の
年
月
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
は
な
い
と
嘆
い
た
。
そ
し
て
、
李
白
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
痛
感
し
た
の
は
、
自
然
の
寄
せ
る
情
は
清
爽
で
解
し
や
す
い
が
、

世
間
の
道
理
は
転
変
す
る
た
め
に
、
心
の
平
安
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
故
に
、
こ
の
陶
淵
明
縁
の
地
に
お
い
て
、
陶

淵
明
の
よ
う
に
自
然
を
愛
で
、
酒
を
楽
し
む
自
由
な
境
地
に
帰
ろ
う
で
は
な
い
か
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

蘇
軾
が
こ
れ
に
和
韻
し
た
経
緯
は
、
自
序
に
見
え
る
。
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
七
月
、
黄
州
を
離
れ
た
蘇
軾
が
江
州
九
江
を
通
過

し
た
際
、
か
つ
て
の
「
紫
極
宮
」
た
る
「
天
慶
観
」
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ
で
道
士
胡
洞
微
に
そ
の
師
の
卓
玘
が
刻
し
た
李
白
詩
の
石

本
を
見
せ
ら
れ
た
が
、
中
で
も
「
四
十
九
年
の
非
、
一
た
び
往
き
て
復
す
べ
か
ら
ず
」
の
詩
句
に
感
動
し
、
和
韻
詩
を
賦
し
た
と
い
う）
22
（

。
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時
に
蘇
軾
は
四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
蘇
軾
は
、
胡
洞
微
か
ら
生
前
の
卓
玘
が
植
え
た
、
薬
効
の
あ
る
玉
芝
（
瓊
田
草
）
を
示

さ
れ
、
数
年
後
に
食
せ
る
と
聞
き
、
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
。

寄
卧
虛
寂
堂　

月
明
浸
疏
竹　
　

寄
卧
す  

虚
寂
堂
、
月
明  

疏
竹
を
浸
す
。

冷
然
洗
我
心　

欲
飮
不
可
掬　
　

冷
然
と
し
て
我
が
心
を
洗
ひ
、
飲
ま
ん
と
欲
す
る
も
掬
す
べ
か
ら
ず
。

流
光
發
永
歎　

自
昔
非
余
獨　
　

流
光  

永
歎
を
発
す
る
も
、
昔
よ
り
余
独
り
に
非
ず
。

行
年
四
十
九　

還
此
北
窗
宿　
　

行
年  

四
十
九
、
此
の
北
窗
に
還
り
て
宿
す
。

緬
懷
卓
道
人　

白
首
寓
醫
卜　
　

緬は
る

か
に
懐
ふ  

卓
道
人
、
白
首  

医
卜
に
寓
す
。

謫
仙
固
遠
矣　

此
士
亦
難
復　
　

謫
仙
は
固
よ
り
遠
く
、
此
の
士
も
亦
た
復
す
る
こ
と
難
し
。

世
道
如
弈
棋　

變
化
不
容
覆　
　

世
道  

弈
棋
の
如
く
、
変
化
し
て
覆
す
る
を
容
れ
ず
。

惟
應
玉
芝
老　

待
得
蟠
桃
熟　
　

惟
だ
玉
芝
の
老
す
る
に
応
へ
、
蟠
桃
の
熟
す
る
を
待
ち
得
ん
の
み
。 

 
 

蘇
軾
「
和
李
太
白
幷
敘
」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
三
）

天
慶
観
の
虚
寂
堂
に
投
宿
し
た
蘇
軾
は
、
清
ら
か
な
る
明
月
の
光
が
疏
竹
に
注
ぐ
様
を
見
た
。
そ
れ
は
心
を
洗
う
よ
う
な
風
情
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
を
飲
み
干
そ
う
と
も
手
に
掬
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
自
然
を
我
が
も
の
と
し
得
な
い
と
い
う
蘇
軾
の
慨
嘆
は
李
白
の

そ
れ
と
同
様
で
あ
り
、
四
十
九
歳
の
蘇
軾
は
、
ほ
ぼ
同
齢
の
李
白
が
竹
の
音
を
聞
い
た
北
向
き
の
窓
辺
に
あ
っ
て
、
李
白
と
そ
の
詩
を

刻
し
た
卓
玘
を
追
憶
し
、
自
ら
の
人
生
を
顧
み
た
。
そ
し
て
、
蘇
軾
も
李
白
の
よ
う
に
世
俗
に
お
け
る
筋
道
は
博
弈
の
如
く
変
化
し
続

け
て
元
に
戻
ら
な
い
も
の
と
し
、
自
ら
は
卓
玘
が
植
え
た
玉
芝
や
、
仙
桃
の
食
べ
頃
を
待
つ
ば
か
り
だ
と
結
ん
だ
。
李
白
は
「
潯
陽
紫

極
宮
感
秋
作
」
を
詠
ん
だ
七
年
後
の
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
春
、
安
史
の
乱
の
際
に
永
王
璘
の
軍
に
招
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
大
逆
罪

に
問
わ
れ
て
潯
陽
の
獄
に
繋
が
れ
、
翌
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
春
に
は
夜
郎
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
途
上
で
特
赦
に
遭
っ
て
引
き
返
し
、

巴
陵
を
経
て
江
夏
に
滞
在
し
、
上
元
元
年
（
七
六
一
）
に
潯
陽
に
帰
還
し
た
。
こ
の
時
の
蘇
軾
も
、
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
八
月
か

ら
十
二
月
ま
で
の
「
烏
台
詩
案
」
に
よ
る
投
獄
、
更
に
翌
年
正
月
か
ら
四
年
に
も
亘
っ
た
黄
州
へ
の
流
謫
な
ど
、
数
々
の
苦
難
を
経
て
、

帰
還
す
る
途
上
に
あ
っ
た
。
蘇
軾
が
こ
の
「
潯
陽
」
の
地
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
李
白
の
人
生
に
も
思
い
を
致
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
の
上
で
、
蘇
軾
も
李
白
の
よ
う
に
自
然
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
で
心
の
平
安
を
得
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る）
23
（

。
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四
、
黄
庭
堅
に
よ
る
蘇
軾
「
和
李
詩
」
の
追
和

黄
庭
堅
に
よ
る
蘇
軾
「
和
李
太
白
」
詩
の
追
和
は
、
蘇
軾
の
死
の
約
一
年
後
に
行
わ
れ
た
。
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
六
月
九
日
、

黄
庭
堅
は
知
太
平
州
に
着
任
す
る
も
の
の
、
九
日
で
免
職
と
な
り
、
管
句
洪
州
玉
隆
観
に
任
ぜ
ら
れ
、
即
日
出
立
し
た
。
そ
の
途
上
、

彼
は
江
州
に
立
ち
寄
り
、
八
月
初
三
日
に
天
慶
観
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

不
見
兩
謫
仙　

長
懷
倚
脩
竹　
　

両
謫
仙
に
見
え
ず
、
長
へ
に
懐
ひ
て
脩
竹
に
倚
る
。

行
遶
紫
極
宮　

明
珠
得
盈
掬　
　

行
き
て
紫
極
宮
を
遶
り
、
明
珠  

掬
に
盈
つ
る
を
得
た
り
。

平
生
人
欲
殺　

耿
介
受
命
獨　
　

平
生  

人
殺
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
耿
介
と
し
て
命
を
受
く
る
こ
と
独
り
な
り
。

往
者
如
可
作　

抱
被
來
同
宿　
　

往
く
者  

如
し
作お
こ

す
べ
く
ん
ば
、
被
を
抱
き
て
来
こ
の
か
た同
宿
せ
ん
。

砥
柱
閲
頽
波　

不
疑
更
何
卜　
　

砥
柱  

頽
波
を
閲
す
、
疑
は
ず
し
て
更
に
何
を
か
卜
せ
ん
。

但
觀
草
木
秋　

葉
落
根
自
復　
　

但
だ
観
る  

草
木
の
秋
、
葉
落
ち
て
根
自
ら
復
せ
る
を
。

我
病
二
十
年　

大
斗
久
不
覆　
　

我
病
み
て
二
十
年
、
大
斗
久
し
く
覆
せ
ず
。

因
之
酌
蘇
李　

蠏
肥
社
醅
熟　
　

之
に
因
り
て
蘇
李
に
酌
ま
ん
、
蠏か
に

肥
へ
て
社
醅
熟
せ
り
。 

 
 

黄
庭
堅
「
次
蘇
子
瞻
和
李
太
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
」
詩
韻
、
追
懷
太
白
・
子
瞻
」（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
七
）

「
両
謫
仙
」
た
る
李
白
と
蘇
軾
が
訪
れ
た
天
慶
観
に
在
り
な
が
ら
、
か
の
二
人
に
見
え
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
黄
庭
堅
は
、
こ
の
道
観
を

巡
り
つ
つ
、
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
李
白
の
詩
と
蘇
軾
の
和
李
詩
が
あ
た
か
も
「
明
珠
」
を
手
に
掬
っ
た
か
の
よ
う
な
美
の
集
約
で
あ
る
こ

と
を
思
い
、
充
足
感
を
覚
え
た
。
そ
こ
か
ら
、
黄
庭
堅
は
二
人
の
人
生
と
自
ら
の
在
り
方
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
。
か
つ
て
黄
庭
堅
は
「
跋

子
瞻
和
陶
詩
」
の
尾
聯
に
お
い
て
「
出
処
は
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
風
味
は
乃
ち
相
ひ
似
た
り
」
と
詠
ん
だ
が
、
こ
の
追
和
の
作
は
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
黄
庭
堅
は
陶
淵
明
と
蘇
軾
の
「
出
処
」
を
「
同
じ
か
ら
ず
」
と
し
た
が
、
巴
蜀
に
生
ま
れ
育
っ
た

「
両
謫
仙
」
の
李
白
と
蘇
軾
が
時
の
有
力
者
か
ら
殺
意
を
抱
か
れ
な
が
ら
も
、
毅
然
と
運
命
を
受
け
容
れ
た
と
評
す
る
よ
う
に
、
李
白
と

蘇
軾
は
「
出
処
」
こ
そ
が
相
似
す
る
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
黄
庭
堅
は
、
死
者
た
る
二
人
を
生
き
返
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る

な
ら
、
こ
こ
に
「
同
宿
」
し
た
い
と
願
っ
た
。
そ
れ
は
、
生
前
に
「
独
り
」
で
あ
っ
た
二
人
を
深
く
理
解
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
自
任

黄
庭
堅
に
よ
る
蘇
軾
追
悼
の
詩
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し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
、
李
白
も
蘇
軾
も
生
前
は
毀
誉
褒
貶
が
激
し
く
流
転
の
人
生
を
歩
ん
だ
が
、
黄
河
の
中
流
に
立
つ

底
柱
山
の
よ
う
に
迷
い
な
く
道
を
守
っ
た
彼
ら
の
真
価
は
草
木
が
秋
に
な
っ
て
根
に
帰
る
よ
う
に
、
自
ず
と
定
ま
る
も
の
と
見
た
。
元

豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
に
黄
庭
堅
が
病
の
故
に
願
文
を
書
い
て
完
全
に
酒
肉
を
断
っ
て
か
ら
約
二
十
年
を
経
た
が
、
蘇
軾
が
李
白
詩
に

和
韻
し
て
か
ら
も
同
数
の
年
月
が
経
過
し
た
。
禁
酒
中
の
黄
庭
堅
は
酒
を
酌
む
大
杓
を
久
し
く
使
用
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ

を
破
っ
て
も
蟹
や
酒
を
李
白
・
蘇
軾
に
供
え
よ
う
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
李
白
・
蘇
軾
の
詩
は
「
世
道
」「
北
窗
」「
四
十
九
」
の
詩
語

が
共
通
し
、
自
ら
の
四
十
九
年
の
人
生
の
非
を
悔
悟
し
、
先
人
の
よ
う
に
自
然
に
回
帰
せ
ん
こ
と
を
主
題
に
詠
む
が
、
黄
庭
堅
詩
に
は

両
詩
と
共
通
す
る
詩
語
が
な
く
、
主
に
李
白
と
蘇
軾
の
文
学
・
処
世
の
在
り
方
を
追
懐
し
哀
悼
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

江
州
九
江
に
お
い
て
蘇
軾
を
偲
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
約
二
十
年
も
前
の
「
和
李
太
白
」
詩
よ
り
、
最
晩
年
に
蘇
軾
が
切
望
し
た
「
歸
去

來
兮
辭
」
に
追
和
す
る
方
が
相
応
し
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
黄
庭
堅
が
「
和
李
詩
」
の
追
和
を
選
択
し
た
の
に

は
、
彼
が
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
に
「
追
及
す
る
べ
か
ら
ず
」
と
思
っ
た
こ
と
や
、
図
ら
ず
も
蘇
軾
の
死
の
一
年
後
に
「
天
慶
観
」
を
訪
れ
、

そ
の
天
慶
観
に
詩
を
遺
し
た
「
李
白
」
の
処
世
と
の
相
似
性
を
以
て
蘇
軾
を
称
え
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
に
起
因
す
る
の
は
確
か
で
あ

る
が
、
加
え
て
こ
れ
が
「
歸
去
來
兮
辭
」
を
想
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
原
詩
た
る
李
白
詩
は
、
蘇
軾
が
感
動

し
た
と
い
う
「
四
十
九
年
の
非
、
一
た
び
往
き
て
復
す
べ
か
ら
ず
」
の
後
、
潯
陽
を
故
郷
と
す
る
陶
淵
明
に
思
い
が
及
び
、「
陶
令  

帰

り
な
ん
い
ざ
、
田
家  

酒
応
に
熟
す
べ
し
」
と
結
ば
れ
る
。
即
ち
、
我
が
半
生
を
悔
い
た
李
白
が
潯
陽
に
て
帰
隠
を
標
榜
し
た
際
、
そ
の

思
い
を
陶
淵
明
の
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
重
要
な
詩
語
で
あ
る
「
歸
去
來
（
帰
り
な
ん
い
ざ
）」
を
以
て
表
し
た
の
で
あ
る）
24
（

。
つ
ま
り
、
一

連
の
「
和
李
詩
」
は
、
原
点
か
ら
「
歸
去
來
兮
辭
」
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
こ
で
蟹
や
酒
を
揃
え
、
陶
淵
明
「
歸
去
來
兮
辭
」
に
因
む
「
和
李
詩
」
を
詠
み
、
そ
れ
ら
を
蘇
軾
に
供
え
た
こ
と
は
、
黄

庭
堅
に
と
っ
て
覚
悟
と
自
負
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。
黄
庭
堅
は
「
和
李
詩
」
を
詠
ん
だ
五
日
後
、
次
の
詩
を
詠
ん
で
い
る）
25
（

。

邀
陶
淵
明
把
酒
椀　

送
陸
修
靜
過
虎
溪　
　

陶
淵
明
を
邀
へ
て
酒
椀
を
把
り
、
陸
修
静
を
送
り
て
虎
溪
を
過
ぐ
。

胸
次
九
流
清
似
鏡　

人
間
萬
事
醉
如
泥　
　

胸
次
の
九
流  

清
き
こ
と
鏡
に
似
た
り
、
人
間
の
万
事  

酔
ふ
こ
と
泥
の
如
し
。 

 
 

黄
庭
堅
「
戲
效
禪
月
作
遠
公
詠
幷
序
」（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
七
）

廬
山
に
陶
淵
明
を
招
い
て
酒
を
楽
し
み
、
陸
修
静
の
た
め
に
虎
溪
を
過
ぎ
て
見
送
っ
た
と
い
う
慧
遠
の
風
貌
を
詠
み
、
そ
の
胸
臆
が

中
国
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学
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鏡
の
よ
う
に
清
ら
か
で
あ
る
一
方
、
こ
れ
を
「
破
戒
」
と
し
た
世
間
に
お
い
て
は
、
彼
を
「
酔
ふ
こ
と
泥
の
如
」
き
様
で
あ
る
と
見
な

し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
黄
庭
堅
は
、
自
ら
と
慧
遠
、
蘇
軾
と
陶
淵
明
を
重
ね
た
の
で
は
な
い
か
。
陶
淵
明
・
陸
修
静
の
た
め
に
酒
を
用

意
し
虎
渓
を
越
え
て
見
送
り
を
し
た
慧
遠
の
行
為
は
戒
律
を
破
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
黄
庭
堅
の
行
為
も
あ
る
種
の
破
戒
と
見
な
さ
れ

る
可
能
性
は
高
か
っ
た
。
実
際
、
張
耒
は
蘇
軾
の
死
に
際
し
て
哀
哭
し
服
喪
し
た
た
め
に
、
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
七
月
に
弾
劾
さ

れ
、
黄
州
に
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
黄
庭
堅
は
自
ら
課
し
た
禁
酒
の
戒
の
み
な
ら
ず
、
世
の
禁
令
を
破
っ
て
も
「
謫
仙
」
た
る

蘇
軾
に
酒
食
を
捧
げ
て
供
養
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
章
に
挙
げ
た
、
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
十
二
月
作
の
「
宿
舊
彭
澤
、
懷

陶
令
」
の
結
び
に
「
属
こ
の
ご
ろ

  
予  
剛
く
酒
を
制
し
、
用
て
杯
盎
を
酌
む
こ
と
無
し
。
招
か
ん
と
欲
す  

千
載
の
魂
、
斯
文  

或
は
宜
当
せ
ん
」
と

あ
り
、
酒
を
節
制
し
て
い
た
黄
庭
堅
は
、
酒
で
は
な
く
自
ら
の
詩
に
よ
っ
て
「
千
載
の
魂
」
た
る
陶
淵
明
を
招
こ
う
と
し
た
が
、
そ
れ

が
陶
淵
明
の
意
に
適
う
か
を
思
案
し
た
と
い
う
。
そ
の
二
十
数
年
後
、
彼
は
九
江
の
天
慶
観
に
て
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和
を
望
ん
だ

蘇
軾
の
意
に
沿
う
た
め
に
、「
歸
去
來
兮
辭
」
の
追
和
に
代
わ
る
追
悼
の
詩
を
詠
み
、
蘇
軾
の
魂
に
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

後
世
、「
和
陶
詩
」
と
同
様
に
、
こ
の
「
和
李
詩
」
に
継
和
す
る
者
も
い
た
。
南
宋
の
李
綱
・
劉
克
荘
・
謝
枋
得
、
元
の
方
回
、
明
の

文
徴
明
な
ど
で
あ
る）
26
（

。
最
初
に
こ
の
「
和
李
詩
」
の
継
承
に
着
目
し
た
の
は
、
宋
末
元
初
を
生
き
た
蔡
正
孫
（
字
は
粋
然
）
で
あ
る
。

彼
は
宋
の
遺
臣
と
し
て
名
高
い
謝
枋
得
（
字
は
君
直
、
号
は
畳
山
）
の
門
人
で
あ
り
、「
和
陶
詩
」
の
注
釈
書
で
あ
る
『
精
刊
補
註
東
坡

和
陶
詩
話
』
十
三
巻
を
著
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
己
丑
年
（
一
二
八
九
、
元
の
至
元
二
十
六
年
）
に
刊
行
し
た
『
詩
林
廣
記
』

の
前
集
巻
三
に
李
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
」
が
採
録
さ
れ
、
そ
れ
に
附
す
る
形
で
「
附
蘇
東
坡
和
」、「
附
黃
山
谷
和
」、「
附
劉
後
村
和
」、

「
附
謝
疊
山
和
」
と
、
各
々
の
詩
が
並
記
さ
れ
て
い
る）
27
（

。
特
に
、
謝
枋
得
の
詩
は
別
集
『
疊
山
集
』
に
未
収
録
の
、『
詩
林
廣
記
』
に
の

み
見
え
る
作
で
あ
る
。
蔡
正
孫
は
謝
枋
得
の
継
和
詩
に
「
愚
謂
、
疊
翁
此
詩
、
清
峭
典
雅
、
與
諸
老
作
眞
可
齊
驅
並
駕
也
（
愚
謂お
も

ふ
に
、

畳
翁
の
此
の
詩
、
清
峭
典
雅
に
し
て
、
諸
老
の
作
と
真
に
斉
駆
並
駕
す
べ
き
な
り
）」
と
注
し
た
。
謝
枋
得
詩
の
評
価
の
妥
当
性
は
こ
こ

で
は
論
じ
な
い
が
、「
諸
老
」
と
は
李
白
に
継
和
し
た
蘇
軾
・
黄
庭
堅
・
劉
克
荘
（
字
は
潜
夫
、
号
は
後
村
居
士
）
を
指
し
、
謝
枋
得
の

作
を
し
て
彼
ら
に
「
真
に
斉
駆
並
駕
す
べ
き
」
と
し
た
評
は
、
こ
の
「
和
李
詩
」
の
継
和
が
如
何
に
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
表
す
。

謝
枋
得
と
同
時
代
を
生
き
た
方
回
も
継
和
す
る
際
、「
潯
陽
紫
極
宮
、
即
今
天
慶
觀
。
太
白
賦
感
秋
詩
、
東
坡
和
之
、
山
谷
又
和
之
。
後

人
不
容
措
手
矣
、
近
數
有
和
者
、
予
亦
用
韻
寓
感
（
潯
陽
紫
極
宮
は
、
即
ち
今
の
天
慶
観
な
り
。
太
白  

感
秋
の
詩
を
賦
し
、
東
坡
之
に

黄
庭
堅
に
よ
る
蘇
軾
追
悼
の
詩
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和
し
、
山
谷
も
又
た
之
に
和
す
。
後
人
は
容ま
さ

に
手
を
措
く
べ
か
ら
ざ
る
も
、
近
く
数
ば
和
す
る
者
有
り
、
予
も
亦
た
用
韻
し
て
感
を
寓よ

す
）」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
安
易
に
継
和
す
べ
き
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。「
和
陶
詩
」、
特
に
「
歸
去
來
兮
辭
」
の

継
和
に
つ
い
て
は
、
蘇
軾
が
表
現
技
巧
や
主
題
の
踏
襲
な
ど
を
求
め
ず
、
と
も
に
陶
淵
明
の
如
き
帰
隠
を
志
さ
ん
と
し
て
、
門
人
た
ち

の
継
和
を
奨
励
し
、
蘇
軾
の
歿
後
は
蘇
轍
が
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
以
後
の
文
人
も
続
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
和
李
詩
」
に
つ
い
て
は
、

当
然
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
蘇
軾
の
言
質
は
無
く
、
黄
庭
堅
が
後
学
の
者
に
継
和
を
促
す
こ
と
も
無
か
っ
た
。
故
に
、「
李
白－

蘇
軾－

黄

庭
堅
」
の
後
に
続
く
ほ
ど
の
高
度
な
表
現
技
巧
や
強
い
動
機
付
け
が
必
須
条
件
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
元
代
に
至
っ
て
は
か
か
る
暗
黙

の
条
件
も
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
や
は
り
為
し
難
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

結　

論

蘇
軾
を
師
と
す
る
文
人
集
団
―
蘇
門
は
主
に
元
祐
年
間
（
一
〇
八
六
～
九
三
）
に
確
立
し
た
も
の
で
、
彼
ら
は
旧
法
党
に
属
し
た

た
め
、
そ
の
全
盛
期
が
終
結
し
た
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
以
後
に
は
軒
並
み
謫
遷
さ
れ
た
。
建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）
に
新
法

党
・
旧
法
党
の
融
和
が
図
ら
れ
た
が
、
翌
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
に
は
元
祐
党
禁
が
起
こ
り
、
以
後
、
蘇
軾
や
蘇
轍
、
お
よ
び
蘇
門

四
学
士
の
学
術
・
文
学
は
禁
書
に
処
さ
れ
た
。
か
か
る
状
況
下
で
蘇
軾
が
「
和
陶
詩
」
の
創
作
を
決
意
し
、
更
に
蘇
軾
・
蘇
轍
が
門
人

に
「
和
陶
詩
」、
特
に
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和
を
広
め
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
一
門
の
結
束
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
政
治
的
意
図
も

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
第
一
義
は
一
門
の
師
と
し
て
陶
淵
明
の
詩
境
や
処
世
観
の
共
有
を
図
る
こ
と
で
門
人
た
ち

を
慰
め
、
そ
の
苦
し
み
か
ら
解
放
す
る
手
段
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

蘇
門
の
筆
頭
と
さ
れ
る
黄
庭
堅
は
、
陶
淵
明
に
尊
崇
の
念
を
持
ち
、
か
つ
蘇
軾
か
ら
「
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」
を
寄
せ
ら
れ
、
継
和
を

求
め
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
蘇
軾
の
「
和
陶
詩
」
に
及
ぶ
も
の
を
自
ら
は
創
作
し
得
な

い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
り
、
故
に
「
跋
子
瞻
和
陶
詩
」
に
よ
っ
て
蘇
軾
の
「
和
陶
詩
」
そ
の
も
の
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
蘇
軾
の
歿
後
に
は
、
蘇
轍
か
ら
も
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
継
和
を
促
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
黄
庭
堅
は
敢
え
て
蘇
軾
が

約
二
十
年
前
に
李
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」
に
和
し
た
作
に
追
和
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
彼
は
「
歸
去
來
兮
辭
」
を
連
想
し
得
る
、
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蘇
軾
の
処
世
に
似
た
李
白
の
詩
に
追
和
し
て
、
蘇
軾
の
遺
志
に
応
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
蘇
門
に
お
い
て
も
異
色
と
言
え
る
、
こ

う
し
た
黄
庭
堅
の
「
和
陶
詩
」
に
対
す
る
姿
勢
、
特
に
単
独
で
行
っ
た
「
和
李
詩
」
に
よ
る
蘇
軾
追
悼
の
詩
は
、
時
に
文
学
創
作
に
お

け
る
志
向
や
詩
論
の
相
違
を
認
め
合
い
、
そ
の
文
才
を
高
め
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
宋
代
の
文
学
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

蘇
黄
の
師
弟
関
係
の
一
面
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

注

（
1
）  

蘇
軾
の
「
和
陶
詩
」
は
畳
韻
の
作
も
含
め
る
と
、
総
計
一
百
二
十
五
首
に
な
る
。
そ
の
詩
集
に
つ
い
て
は
、
蘇
轍
「
亡
兄
子
瞻
端
明
墓

誌
銘
」（『
欒
城
後
集
』
巻
二
十
二
）
に
「
公
詩
本
似
李
杜
、
晩
喜
陶
淵
明
、
追
和
之
者
幾
遍
、
凡
四
卷
」
と
あ
り
、
南
宋
黄
州
刊
、
現
台

湾
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
『
東
坡
先
生
和
陶
淵
明
詩
』
全
四
巻
（
中
国
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
以
下
『
和
陶
詩
集
』
と
略
）
が
存
す
る
。

蘇
軾
・
蘇
轍
の
「
和
陶
詩
」
は
こ
れ
を
底
本
と
し
、
適
宜
各
単
行
の
諸
本
を
参
照
。
他
の
蘇
軾
の
詩
文
は
『
蘇
軾
詩
集
』
全
八
冊
（
中
華

書
局
、
一
九
八
二
年
）、『
蘇
軾
文
集
』
全
六
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
2
）  

蘇
轍
「
子
瞻
和
陶
淵
明
詩
集
引
」
は
『
和
陶
詩
集
』
に
未
収
録
の
た
め
『
欒
城
後
集
』
よ
り
引
く
。
主
な
蘇
轍
の
詩
文
は
『
蘇
轍
集
』

全
四
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

（
3
）  

王
水
照
「
蘇
軾
創
作
的
發
展
階
段
」（
初
出
『
社
会
科
學
戰
綫
』
一
九
八
四
年
第
一
期
）、
後
に
収
録
さ
れ
た
『
蘇
軾
研
究
』（
王
水
照
蘇

軾
研
究
四
種
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
4
）  

蘇
轍
の
「
和
陶
詩
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蘇
轍
に
よ
る
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
の
繼
承
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
三
集
、
二
〇
一

一
年
）
に
既
述
。

（
5
）  

李
之
儀
『
姑
溪
居
士
後
集
』
は
四
庫
全
書
本
を
底
本
と
す
る
。

（
6
）  

晁
説
之
「
答
李
持
國
先
輩
書
」（『
嵩
山
文
集
』
巻
十
五
）
に
「
建
中
靖
國
間
、
東
坡
「
和
歸
去
來
」
初
至
京
師
、
其
門
下
賓
客
又
從
而

和
之
者
數
人
、
皆
自
謂
得
意
也
。
陶
淵
明
紛
然
一
日
滿
人
目
前
矣
。
參
寥
忽
以
所
和
篇
視
予
、
率
同
賦
、
予
謝
之
」
と
あ
る
。

（
7
）  

黄
庭
堅
の
詩
は
『
山
谷
詩
集
注
』
全
二
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
、
文
は
『
豫
章
黃
先
生
文
集
』（
台
湾
商
務
印
書
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館
、
四
部
叢
刊
正
編
、
一
九
七
九
年
）
を
底
本
と
す
る
。

（
8
）  

「
卧
陶
軒
」（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
六
）、「
題
伯
時
畫
松
下
淵
明
」（
同
巻
九
）、「
次
韻
謝
子
高
讀
淵
明
傳
」（『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
二
）、

「
和
答
李
子
眞
讀
陶
庾
詩
」（
同
巻
三
）、「
題
馬
當
山
魯
望
亭
四
首
」
其
一
「
元
亮
」（
同
巻
八
）
等
。

（
9
）  
黄
庭
堅
「
與
王
觀
復
書
三
首
」
其
一
（『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
巻
十
九
）。

（
10
）  

蘇
黄
の
詩
論
の
相
違
に
つ
い
て
は
内
山
精
也
「
黄
庭
堅
と
王
安
石
―
黄
庭
堅
の
心
の
軌
跡
―
」（『
橄
欖
』
第
十
号
、
宋
代
詩
文
研

究
会
、
二
〇
〇
一
年
）
等
参
照
。

（
11
）  

『
山
谷
別
集
』
は
四
庫
全
書
本
を
底
本
と
す
る
。
淳
熙
九
年
（
一
一
八
二
）
に
黄
庭
堅
の
従
孫
黄

（
字
は
子
耕
）
が
編
纂
。
同
じ
く
黄

が
撰
述
し
た
『
山
谷
年
譜
』
原
序
に
「
蓋
嘗
編
次
遺
文
爲
『
別
集
』
二
十
卷
、
然
於
編
年
無
所
考
證
」
と
あ
る
。

（
12
）  

「
恵
州
和
陶
詩
」
の
草
稿
一
巻
や
范
沖
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
拙
稿
「
蘇
軾
『
和
陶
詩
集
』
編
纂
考
」（『
日
本
宋
代
文
學
學
會
報
』
第
三

集
、
二
〇
一
七
年
）
に
既
述
。

（
13
）  

黄

『
山
谷
年
譜
』
巻
二
十
八
（『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
五
、
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
14
）  

蘇
轍
「
子
瞻
和
陶
淵
明
詩
集
引
」
に
「
嗟
夫
、
淵
明
不
肯
爲
五
斗
米
一
束
帶
見
郷
里
小
人
。
而
子
瞻
出
仕
三
十
餘
年
、
爲
獄
吏
所
折
困
、

終
不
能
悛
、
以
陷
於
大
難
、
乃
欲
以
桑
楡
之
末
景
自
託
於
淵
明
、
其
誰
肯
信
之
。
雖
然
、
子
瞻
之
仕
其
出
入
進
退
、
猶
可
考
也
。
後
之
君

子
其
必
有
以
處
之
矣
」
と
あ
る
。

（
15
）  

蘇
轍
「
追
和
陶
歸
去
來
兮
辭
」（『
和
陶
詩
集
』
巻
四
）
の
序
に
「
昔
予
謫
居
海
康
、
子
瞻
自
海
南
以
「
和
淵
明
歸
去
來
」
之
篇
、
要
予

同
作
。
時
予
方
再
遷
龍
川
、
未
暇
也
。
辛
巳
歲
（
建
中
靖
国
元
年
、
一
一
〇
一
）、
予
旣
還
潁
川
、
子
瞻
渡
海
浮
江
、
至
淮
南
而
病
、
遂
沒

於
晉
陵
。
是
歲
十
月
、
理
家
中
舊
書
、
復
得
此
篇
、
乃
泣
而
和
之
」
と
あ
る
。

（
16
）  

張
耒
「
和
歸
去
來
詞
」
序
文
。「
子
由
先
生
示
東
坡
公
所
和
陶
靖
節
「
歸
去
來
詞
」
及
侍
郎
先
生
之
作
、
命
之
同
賦
」
と
あ
る
。

（
17
）  

『
續
資
治
通
鑑
』
巻
八
十
八
に
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
秋
七
月
庚
戍
の
こ
と
と
記
載
。
同
年
冬
、
黄
庭
堅
は
黄
州
の
張
耒
の
も
と
を
訪

ね
、
と
も
に
蘇
軾
の
旧
跡
を
巡
り
つ
つ
、
蘇
軾
を
偲
ぶ
詩
を
応
酬
し
た
。
黄
庭
堅
「
次
韻
文
潛
」（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
七
）
に
「
經
行

東
坡
眠
食
地
、
拂
拭
寳
墨
生
楚
愴
。
水
清
石
見
君
所
知
、
此
是
吾
家
秘
密
藏
」
と
あ
る
。
張
耒
が
蘇
轍
に
促
さ
れ
て
「
歸
去
來
兮
辭
」
に

継
和
し
た
時
期
も
、
こ
の
黄
庭
堅
と
の
交
遊
の
前
後
で
あ
ろ
う
。
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（
18
）  

黄
庭
堅
「
與
王
庠
周
彦
書
」（『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
巻
十
九
）
に
「
然
有
自
常
州
來
云
『
東
坡
病
亟
時
、
索
沐
浴
改
朝
衣
、
談
笑
而
化
。

其
胷
中
固
無
憾
矣
、
所
惜
子
由
不
得
一
見
、
又
未
得
一
還
郷
社
。』
使
後
生
瞻
望
此
堂
堂
爾
。
欲
作
詩
文
道
其
意
、
亦
未
能
成
」
と
あ
る
。

ま
た
、「
寄
蘇
子
由
書
三
首
」
其
二
（『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
巻
十
九
）
に
「
流
落
七
年
、
蒙
恩
東
歸
、
至
荊
州
病
幾
死
、
失
一
弟
一
妹
及

亡
弟
二
子
、
早
衰
氣
索
、
非
復
昔
時
人
也
。
︙
︙
忽
奉
十
二
月
二
十
四
日
所
賜
教
、
存
問
勤
重
、
伏
審
憂
患
之
餘
。
台
候
萬
福
、
開
慰
無

量
。
端
明
二
丈
、
人
物
之
冠
冕
、
道
德
文
章
、
足
以
增
九
鼎
之
重
、
不
謂
遂
至
於
此
、
何
勝
殄
瘁
之
悲
、
況
手
足
之
情
。
平
生
師
友
之
地
、

荼
毒
封
割
之
懐
、
何
可
堪
忍
、
奈
何
所
頼
。
諸
子
有
所
立
、
而
季
子
文
章
、
幾
於
斯
人
之
不
亡
也
。
庭
堅
病
起
荒
廢
、
恐
不
能
辦
事
、
欲

引
去
而
未
敢
。
太
平
遂
請
、
義
當
一
往
。
來
夏
秋
間
、
若
病
不
再
作
、
尚
可
祈
見
。
無
階
承
教
、
臨
書
懐
仰
」
と
あ
る
。

（
19
）  

当
時
、「
和
李
詩
」
を
多
数
詠
ん
だ
人
物
と
し
て
郭
祥
正
（
字
は
功
父
）
が
お
り
、
四
十
四
首
の
「
和
李
詩
」
が
伝
わ
る
。
内
山
精
也

「
李
白
の
後
身
・
郭
祥
正
と
「
和
李
詩
」」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
二
十
九
期
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

但
し
、
郭
祥
正
は
李
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」
に
は
和
韻
し
て
い
な
い
。

（
20
）  

『
李
太
白
全
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）。
上
掲
の
書
で
は
李
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」
は
「
尋
陽
」
に
作
る
が
、
本
稿
で
は
諸

本
を
参
照
し
、「
潯
陽
」
に
統
一
す
る
。
該
詩
の
編
年
に
つ
い
て
は
大
野
實
之
助
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八

〇
年
）、『
李
白
全
集
編
年
箋
注
』
全
四
冊
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
21
）  

『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
「
故
蘧
伯
玉
年
五
十
而
有
四
十
九
年
非
」
と
あ
る
。

（
22
）  

蘇
軾
「
和
李
太
白
幷
敘
」
の
序
文
に
「
李
太
白
有
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
」
詩
、
紫
極
宮
今
天
慶
觀
也
。
道
士
胡
洞
微
以
石
本
示
余
、
蓋

其
師
卓
玘
之
所
刻
。
玘
有
道
術
節
義
過
人
、
今
亡
矣
。
太
白
詩
云
『
四
十
九
年
非
、
一
往
不
可
復
。』
今
予
亦
四
十
九
、
感
之
次
其
韻
。
玉

芝
一
名
瓊
田
草
、
洞
微
種
之
七
八
年
矣
、
云
『
更
數
年
可
食
。』
許
以
遺
余
、
故
幷
記
之
」
と
あ
る
。

（
23
）  

李
白
の
原
詩
と
蘇
軾
の
継
和
詩
で
共
通
す
る
語
句
は
「
世
道
」「
北
窗
」「
四
十
九
」
で
あ
る
。「
世
道
」
は
『
莊
子
』
外
篇
「
繕
性
篇
」

の
「
由
是
觀
之
世
喪
道
矣
、
道
喪
世
矣
、
世
與
道
交
相
喪
也
」
を
典
拠
と
し
、
李
白
・
蘇
軾
の
詩
中
で
は
俗
世
の
形
骸
化
し
た
道
理
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
転
変
す
る
無
常
を
詠
む
。「
北
窗
」
は
陶
淵
明
「
與
子
儼
等
疏
」（『
陶
淵
明
集
』
巻
七
）
の
「
常
言
『
五
六
月

中
、
北
窗
下
卧
、
遇
涼
風
暫
至
、
自
謂
是
羲
皇
上
人
。』
意
淺
識
罕
、
謂
斯
言
可
保
。
日
月
遂
往
、
機
巧
好
疏
。
緬
求
在
昔
、
眇
然
如
何
」

を
典
拠
と
し
、
陶
淵
明
・
李
白
・
蘇
軾
そ
れ
ぞ
れ
が
自
然
を
感
じ
取
っ
た
快
適
な
場
所
と
す
る
。

黄
庭
堅
に
よ
る
蘇
軾
追
悼
の
詩

35



（
24
）  

李
白
「
潯
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」
の
詩
句
「
陶
令
歸
去
來
、
田
家
酒
應
熟
」
は
、
陶
淵
明
「
問
來
使
」
の
「
歸
去
來
山
中
、
山
中
酒
應
熟
」

に
拠
る
と
さ
れ
る
が
、「
問
來
使
」
は
偽
作
説
が
有
力
で
、
宋
代
に
お
い
て
も
洪
邁
『
容
齋
五
筆
』
巻
一
「
問
故
居
」
に
「
陶
淵
明
「
問
來

使
」
詩
云
︙
︙
諸
集
中
皆
不
載
、
惟
晁
文
元
家
本
有
之
。
蓋
天
目
疑
非
陶
居
處
。
然
李
太
白
云
『
陶
令
歸
去
來
、
田
家
酒
應
熟
』、
乃
用
此

爾
」
と
あ
り
、
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』「
考
證
」
に
「『
西
清
詩
話
』
載
『
晁
文
元
家
所
藏
陶
詩
、
有
「
問
來
使
」
一
篇
云
︙
︙
。』
予
謂
此
篇

誠
佳
、
然
其
體
製
氣
象
、
與
淵
明
不
類
。
得
非
太
白
逸
詩
、
後
人
謾
取
以
入
陶
集
爾
」
と
あ
る
。
李
白
の
意
図
は
と
も
か
く
、
晁
逈
（
字

は
明
遠
、
文
元
は
諡
）
家
蔵
本
以
外
の
宋
代
に
通
行
し
た
『
陶
淵
明
集
』
の
諸
本
に
「
問
來
使
」
は
未
収
録
で
あ
り
、
蘇
軾
・
黄
庭
堅
が

意
識
し
た
典
拠
は
「
歸
去
來
兮
辭
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
25
）  

黄
庭
堅
「
戲
效
禪
月
作
遠
公
詠
幷
序
」
の
序
文
に
「
遠
法
師
居
廬
山
下
、
持
律
精
苦
、
過
中
不
受
蜜
湯
、
而
作
詩
換
酒
、
飮
陶
彭
澤
。

送
客
無
貴
賤
、
不
過
虎
溪
、
而
與
陸
道
士
行
過
虎
溪
數
百
歩
、
大
笑
而
別
。
故
禪
月
作
詩
云
『
愛
陶
長
官
醉
兀
兀
、
送
陸
道
士
行
遲
遲
。

買
酒
過
溪
皆
破
戒
、
斯
何
人
斯
師
如
斯
。』
故
效
之
」
と
あ
る
。

（
26
）  

李
綱
「
次
韻
和
李
太
白
感
秋
」（『
梁
谿
集
』
巻
十
一
）、
劉
克
荘
「
十
一
月
二
日
、
至
紫
極
宮
、
誦
李
白
詩
及
坡
谷
和
篇
、
因
念
蘇
李
聴

竹
時
、
各
年
四
十
九
。
余
今
五
十
九
矣
、
遂
次
其
韻
」
及
び
「
答
王
侍
郎
和
紫
極
宮
詩
」（『
後
村
集
』
巻
十
六
）、
方
回
「
次
韻
李
太
白
併

序
」（『
桐
江
續
集
』
巻
三
）、
文
徴
明
「
十
一
月
六
日
、
初
度
與
客
飮
、
散
獨
坐
、
誦
太
白
紫
極
宮
詩
、
有
感
次
韻
」（『
甫
田
集
』
巻
七
）。

李
綱
は
三
十
七
首
、
方
回
は
三
十
首
も
の
和
陶
詩
を
詠
み
、
李
綱
は
「
歸
去
來
兮
辭
」
に
も
追
和
し
た
。
ま
た
、
陸
游
『
入
蜀
記
』
巻
二

の
乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）
八
月
の
記
事
に
は
「
四
日
游
天
慶
觀
。
李
太
白
詩
所
謂
潯
陽
紫
極
宮
也
。
蘇
黃
詩
刻
、
皆
不
復
存
、
太
白
詩

有
一
石
、
亦
近
時
俗
書
」
と
あ
る
。

（
27
）  

蔡
正
孫
『
詩
林
廣
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）。

※ 

本
稿
は
平
成
二
十
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
蘇
軾
「
和
陶
詩
」
の
受
容
と
発
展

に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号
：17K13430

）
の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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